
○第 9回検討会の⽬標
第８回のグループワークでの成果を基に、基本構想との関係を整理し、事業の⽅向性を定めるため議論
を深めるとともに、実現する上での課題として⾒込まれる事項について整理を⾏い、基本計画の策定に
向けた今後の検討につなげます。

○検討の⼿順とタイムスケジュール〈100分〉

（1）有識者による基礎講義〈20分〉

（2）グループワーク〈50分〉

（3）全体での意⾒交換〈25分〉

【資料1】第９回検討会の⽬標及び⼿順

①グループワークに関する説明 (森 傑 教授)〈５分〉
②グループワーク〈45分〉

休憩＋席の移動〈５分〉

各グループの要点を共有を踏まえ、全体で意⾒交換を⾏います。
ここでは、次回以降に向けて議論を整理し、合意形成を図ります。特に、基本構想と成果の対応関係、
次の検討に必要な確認事項等を整理します。

【グループワークの流れについて】

議論〈５分（説明）＋30分（意⾒交換）＝35分〉

議論の共有〈10分〉

〈鑑賞・交流グループ〉 〈活動・発信グループ〉

次にグループに分かれ、資料２を素材として意⾒交換を⾏います。基本構想との対応関係
を⼿がかりに、前回の議論で深掘りしきれなかった観点や、追加すると厚みが出る論点を
洗い出し、意⾒を整理します。

各グループでの議論の要点を全体で共有します。

２グループに分かれていただきます。各グループに北海道⼤学の教員が進⾏役、学⽣が書記役
として参加します。
前回（第８回検討会）のグループワークの議論を解釈した資料２を基に、議論を各グループ
で⾏います。

⼤野 様
宮⽥ 様鈴川 様
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⼤⾕ 様

第８回の成果を踏まえ、どのように検討を進め、何を決めていくべきかを整理します。特に「これから
何を具体化すべきか」「意思決定のステップ」「事業構想から空間要件へ落とし込むプロセス」を扱い、
基本構想から基本計画へ移⾏する際に必要となる視点を共有します。
あわせて、前回成果の強みや可能性を⾔語化し、以降のグループ議論の橋渡しとなるような講義をしてい
ただきます。


